
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

を知っていながら、知らないふりをする事は、何もしない
より罪深い。「だから、書く」として「父と暮らせば」を書
き、原爆の死者をして、戦争を語らせます。 

◇どんなに暑くても、水さえもらえれば、生きて命をつなぐ
川沿いのひまわり、ポーチュラカ、そしてアートガレーヂ
前の野菜(パプリカなど)たちです。とは言え、人間の気ま
ぐれで、水やりを忘れると、張り巡らされている根っこは
プランターの中で限られますから、鍵を握っているのは人
間なのです。「きまぐれ人間で、すまん！」と言いながら、
「汗だく」になりながらの水やりの日々です。 

◇事務所からアートガレーヂに、行ったり来たりの毎日です
が、その時のお店のエアコンの室外機の熱気には、圧倒さ
れます。暑さをガマン、ガマンで、過ごしたときの疲れ具
合は半端ではありませんから、いわゆるエアコンではない
暑さのしのぎ方をそれなりに工夫しています。そんな工夫
をアートガレーヂで試していますから、興味のある方は覗
いてみてください。 

◇ウクライナからモルドバに避難をしている子どもたちとお母
さんを支援するための募金は、3,859,500円（8月 15日現在）
です。「黄色と青色のハトにのるゆっくりくん」の組み木は、
107組が売れ 235,400円です。合計額は、4,094,900円です。
2025年 7月 11日に 12回目のモルドバ大使館への 30万円の送
金をしました。今迄に、総額 3,600,000円を送金させて頂きま
した。  

 
【今週の誕生日】 

◇8／20田場 依子 ◇8／22岡 理恵 
 

【募金】 
◇熊本地震支援のための募金に、ご協力よろしくお願いしま
す。（8 月 9 日現在、27,000 円） 

 
「ペシャワール会」「アハリー・アラブ病院を支援する会」 
「東北・関東大地震」「辺野古新基地建設反対」 
                各 500 円 8 月 9 日分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《諸 報 告》 

【教 会】 
◇夏期献金に、ご協力よろしくお願いします。（8 月 9 日現在、
257,000円） 

◇事務所は、明日 17日（月）まで、夏休みでお休みです。 
◇18日（火）14時～、総合事務局会です。 
 

【教会学校】 
◇21 日（金）は、「須磨であそぼう」です。須磨の海岸を思い
きり走って、暑い夏を体いっぱい感じながら、波打ち際で遊
びたいと思います。 

 
【地域共同・共生支援活動・事業】 

◇子どもたちの居場所「みんなのひろば・こうどう」として、毎
週水曜日、木曜日の朝 9 時 30 分～14 時まで、開催していま
す。興味のある方は、気軽にお尋ねください。 

◇「こうどうぶんこ」は、毎週水曜日 15時～です。 
◇「まち食堂」、9月は、3日（木）、10日（木）です。12時から、
お食事代 500円。先着 20名様です。（ご予約優先） 

◇「エイサー隊」の次回練習日は、8月 19日（水）18時～です。
エイサー隊の仲間も募集しています。 

 9月 12日（土）「クリスチャンセンター・フェスティバル」（神
戸市東灘区）に、出演予定です。 

◇「園芸サークル」 
毎週火曜日 10 時～、伏原町の畑にて活動しています。 
8 月度の「淡路ワーク」は、28 日（金）です。 

◇「アートガレーヂ」 
 第 3 回「桂枝雀レコードで聴く落語会」 
 9 月 11 日（金）14 時～15時 30 分 
 「天神山」「くっしゃみ講釈」参加費、無料です。 
 

【政治・宗教思想研究会／関西神学塾】 
◇特別講座 

8 月 21 日（金）18 時～20 時 
オキアイ・マムジャルカクタイさん 
「自然災害がつなぐトルコと日本」 

◇連続講座 
9 月 18 日（金）18 時～20 時 
福島 揚さん 

◇連続講座 
 10 月 23 日（金）18 時～20時 
 三浦耕吉郎先生 
 いずれも、場所は集会室で、参加費は 500 円です。 
 

【個人消息】 
◇「あかりを灯しつづけて 37年」を発行され、また西宮公同
教会にも何度もお越しくださった大野顯二先生（成松伝道
所）が、8 月 3 日に逝去されました。78 歳でした。 

 
【その他】 

◇無条件降伏した敗戦を、終戦と言い換えて 81 年。何を奪
い、何が奪われたのかを問わなかった結果、戦争と言うも
のの事実が問われないままです。その最もたるものが広
島・長崎の原爆です。「破壊」することの極限で存在の全て
を無にするだけでなく、その境で起こっていた残酷を極め
る生と死の事実が何を意味するのか、問わないできたの
が、戦後 81 年ですけれども、それを問い続けた人たちもい
ます。井上ひさしは、「父と暮らせば」の前口上であの地獄

～明日への祈り～ 
 ここ数年地球の自転速度が速まっているかも―という趣旨
のニュース記事を見ました。最近 1 年経つのがやたらと速い
なと思ったらそういうことだったみたいです。さて今年も残
すところ今日を入れてあと 138 日。どうかこれ以上何事も起
こりませんように。 

           （羽柴 禎） 

           
 

日本基督教団 西宮公同教会 

週  報 2026．№33  

聖日礼拝 
 

2026年 8月 16日（日）午前 10時 45分より 
 

            司 会：二宮百合子 
            当 番：守屋 寛子 
             
             
前  奏                      奏楽者 

黙  想              一 同 

招  詞 マタイによる福音書第 11 章 28-29 節    司会者 

主 の 祈                    一 同 

交 読 文 25 詩 1 0 3 篇                    一 同 

讃 美 歌 56 番               一 同 

聖  書 ルカによる福音書第 18 章 9-14 節   司会者 

祈   祷                             司会者 

説  教（私のいま 世界のいま） 

 「すんだことは すんだこと」 

菅澤 邦明 牧 師 

讃 美 歌 520 番               一 同 

献  金                一 同 

献金感謝               当 番           

頌    栄 542番                  一 同 

後   奏                           奏楽者 

報  告               司会者 

 

《次週礼拝予告》 
聖日礼拝 

2026 年 8 月 23 日（日）午前 10 時 45 分より 
聖 書：マルコによる福音書第 7 章 31-37 節 
説 教（私のいま 世界のいま） 

：「平和を守れ というな」 
       菅澤 邦明 牧師 

交読文：26 詩 104 篇 
讃美歌：7,517       
司 会：児玉 道子        当 番：脇本 武憲 

ペシャワール会         17,000 円 

アハリー・アラブ病院  39,000 円 

東北・関東大地震    51,000 円 

辺野古新基地建設反対  100,000 円 

                   8 月 9 日現在 

   
          

【今週の十二使徒】 

◇也胡武（やこぶ）の柵 

◇或婆夜（あるばよ）の子 屋仔舞（やこぶ）の柵 

          

太陽光発電 2026年 7 月 1 日～31 日 1942.99Kw. 

太陽光発電 2026年 8月 1 日～15 日 917.18Kw. 

 

 


